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る。   
1）調査時期：2004年12月   
2）調査対象：京都大学関連病院の合計32施設の病  
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表1 対象の背景  
1．病院数 28施設  
2．病床数 512．1±251．3床（60～1116床）   
300床未満  5施設   
300床以上500床未満  9施設   
う00床以上1，000床未満12施設   
1，000床以上  2施設  
3．医療人の人数（単位：人）  
常勤者  非常勤著   
者護師  332．0±2氾1（ヰ0～931）23．1±1臥5（0～64）   
臨床検査技師 23．5±18．9（3～94）2．9±3．9（0～12）   
理学療法士  7．8±5．7（0～24）0．3±0．8（0～3）   
作業療法士  3，8±5．0（0～20）0．1±0．3（0～1）  図且 臨床大学院への期待  
院長   
3）調査方法：郵送による質問紙調査   









Ⅳ．結  果   





















た。   
さらに，臨床大学院への受験資格として必要な実務  
経験年数については，病院長では「2年」が64．3％と  
図2 医療系大学院への受験および進学希望の可能性  
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盲，冬毛ぎ…ヤ平準ゝも干ヂチト撃卓   
基礎看護学  臨床智護学    家族看護学  地域保健看護学  図4 大学院に要望する人材育成  
提供できる人材の育成」42．9％，「研究者の育成」と  








で多かった「教育者の育成」は ほぼ1／2の36．門‘で  
あった。痛院長は「教育者の育成」と「管理者の育  
成」で，学部生よりも有意に高率を示した。   







要望が高率であった。   













では「チーム医療」57．1％がいずれも高率であった。   
















10．5ヲ‘で，修学中および修学後の身分保障を中心とす  図5 開かれた大学院にするための要望  
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¢1服〉 がほ；削）現場！机 80カ 78．¢ 漁  
図7 臨床大学院で採用して欲しい制度  
図11大学院修了後の処遇   
導者として処遇」12．0％であった。  
Ⅴ．考  察   

























図8 勤務する医療者から大学院への進学希望が出た場  
合の対応  
病院会体で1年鰍二支援できる人数  1甜人あたりに換算した地合の支せ人数  
人′年  人JlOO  
図9 大学院への修学を支援できる人数  
るもので，経済的支援を含む積極的支援はやや少な  
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表2 学部生と病院長の比較  
項  目   学  部  生   病  院  長   
大学院の期待  期待する82．4％  期待する 82．1％   
大学院の受験受験希望   受験したい31．1％，  
専門分野を検討してから受験したい34．8ヲ‘   ありうる66．7％   
経験年数   2年以上60．9％   2年以上96．4ヲ‘   
障 害   経済面27．3ヲ右，修了後の就職25，9％  
大学院の教育 人材育成   専門職医療人の育成64．7％，   専門職医療人の育成78．6％，  
研究者の育成49．6％   教育者の育成64．6％   
がん看護100％，感染看護88．7％， 67 
充実したい領域  各専門領域十先進医療学  画像診断．9％，遺伝子診断64．3ヲ占，  
運動機能回復78．6ヲ占   
制度の希望   研究生・聴講・長期履修制度   聴講・研究生・長期履修制度   
地域に根ざした公開講座・研究会・学習会な  
開かれた大学  どぅ3．6％，共同研究42．9％，  
諸問題の相談や管理運営の共同39．3ヲ‘   
大学院修学中の支援  支援する 79．2％   
1年間の支援者  露登呂：主…条目‡≡33失∃；  
リハビリテーション0．15人（2／100人）   
支援内容  
修了後職場復帰を保証する6臥4％，  
休職者として無給52．6％   
大学院修了後 採 用  検討する 96．4％  
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析」，複合科学領域では「チーム医療」が高かった。   
4．教育制度の希望としては，聴講制度の希望82．1  
％，研究生制度の希望75．0％，長期履修制度の希望  
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